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「Amazonビジネス連携オプション」とは
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１. 「楽楽精算」の経費申請画面から直接「Amazonビジネス」のカタログにアクセス！

2. 購入商品の情報を「楽楽精算」の明細に自動連携。 手入力の手間とミスを削減！

3. 経費申請後に価格と在庫を仮押さえ！申請後の在庫切れや価格変動のリスクを削減。

4. 経費申請の最終承認完了時に自動で発注。発注漏れともおさらば！

Point

「Amazonビジネス連携オプション」とは、「楽楽精算」と「Amazonビジネス」の自動連携機能により、

物品購買の申請から経費精算までの一連の業務フローを効率化するオプションです！



©️ RAKUS Co., Ltd. All Rights Reserved.

解決可能な主な課題

購入した商品の名称や単価、数量の転記が大変。
特にECサイトの商品名は長くてややこしいものも
多く、間違いが発生しやすい状況…。

承認者や経理の伝票チェックや差し戻しによる
手戻りが発生し工数がかかる。

購入先を限定していないため、社員が各々

ECサイトや実店舗で自身の判断で物品を購入。

本当に必要な物品が、適切な価格で

購入されているかは分からない…。

社員がそれぞれ購買するため、その分だけ

立替精算が発生…。

管理にも支払いにも工数がかかる。

課題3課題2課題1

購買の可視化ができない…
経費精算での入力ミスによる

手戻りが多く、時間がかかる…

従業員立替が多く、小口現金管理や

経費精算の工数がかかる…

解決！解決！解決！

「Amazonビジネス」で購買データを

見える化！事前申請必須で、

内部統制も強化！

「Amazonビジネス」の

購買データを「楽楽精算」に連携し

明細を自動作成！

「Amazonビジネス」での購買は

「請求書払い」に統一し、工数を削減！
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「Amazonビジネス連携オプション」導入事例①
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A社様の場合
事業内容 ：建築・土木工事・設計施工請負、一般住宅設計施工

従業員数 ：501-1,000名

交通費・旅費の精算のみの利用から、経費申請・精算へ利用拡大！

店舗ごとに紙で事前申請・精算をしていた運用から「楽楽精算」×「Amazonビジネス」へ。申請者・承認者それぞれの業務負荷を軽減し、コストカットも実現！

導入前 導入後

経理担当者

物品の購入時は、紙の申請書に必要事項を記入。

購買先の名称や、購入する物品の型番や単価、

数量などを手書きで記載する必要があるため、

品数が多いと大変…。

承認してもらうまでに時間がかかることも多く、

在庫がなくなってしまったこともありました。

「楽楽精算」上から「Amazonビジネス」を開き、

購入したいものを選択するだけで事前申請の

明細が作成でき、手入力は最小限でラク！

経費申請後に在庫が一定期間確保されるので、

在庫切れの心配もなくなりました。

承認者申請者

手書きの申請書が机に大量に置かれているのを

見るとため息が…。他の業務もある中で、

購入する物品を調べて承認しないといけないので、

チェックが雑になってしまうことも…。

購入されている物品を確認

すると「これではなくて、別の

商品が推奨品なのに…」

というケースが多く発生。

社内周知していても、

定着はなかなか難しい…。

経理担当者承認者申請者

「Amazonビジネス」上でコスト

メリットのある購入推奨品を中心

に購入できるようにしたことで、

コストカットにも繋がりました！

パソコン・スマートフォンで承認ができ、購入する物品もすぐ確認できるので

業務の手を止めなくてよくなりました。「急ぎ購入したいので承認して

欲しい！」というケースでもスムーズに対応できるようになり、

小さなポイントではありますが、店舗内の業務効率もUPしています。
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「Amazonビジネス連携オプション」導入事例②
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ラクスの場合
事業内容 ：システム開発、システム運用、技術者派遣

従業員数 ：501-1,000名

「Amazonビジネス連携オプション」で購買の領収書チェック工数を大幅削減！購買先のコントロールで税率チェックもシンプルに！

導入前 導入後

経理担当者

領収書の添付漏れはあまり発生しませんが、中身のチェックには骨が折れます…。

都度購買サイトにアクセスし商品名を検索する必要があり手間がかかる！

経費精算のチェック時は以下を確認する運用になっており、工数がかかっていた。

・領収書の添付有無 ・適格請求書発行事業者からの購入か

・明細内容と領収書の内容の差異 （正しい税率情報を連携するため）

・購入された商品の妥当性

経理担当者

購入商品を確認したいときも「楽楽精算」上からワンクリックで確認できるので、検索工数

はゼロに！経理担当者としてのメリットはもちろん、承認者の確認工数も削減できて

います。請求書払いに統一することで、個別の精算を考えなくていいのもラクです！

消耗品類の購入が多い会社、個別で立替して消耗品を購入している会社は特に

導入効果を感じやすいかと思います。

「Amazonビジネス連携オプション」を利用することで、「Amazonビジネス」での購買の

精算に関しては領収書添付不要の運用を実現！

「Amazonビジネス」上で、適格請求書発行事業者からの購入のみに制限しているため、

税率もシンプルに軽減税率かどうかだけを確認すればよい運用になりました。
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ご利用時のイメージ画面①：経費申請画面
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経費申請の画面上に「カタログ連携」というボタンが表示されるようになります。

ボタンをクリックし、配送先を選択すると「Amazonビジネス」の画面に遷移します。
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ご利用時のイメージ画面②：経費精算画面
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経費精算の画面上にも「カタログ連携」というボタンが表示されるようになります。

ボタンをクリックすると、「Amazonビジネス」から注文確定通知が来ている商品のデータが一覧で表示されます。

精算したいデータを選択すると、事前申請の内容が反映された明細が自動で作成されます。
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• 法人／個人事業主様向けの「Amazonビジネス」のアカウントが必要になります。

※個人向けのAmazonのアカウントとは連携することができません。

• 「Amazonビジネス」での商品発注には「経費申請」伝票のみ利用できます。

※「出張申請」や「経費精算」など「経費申請」以外の申請種別の画面から「Amazonビジネス」での発注を行うことはできません。

• 「クレジットカード連携オプション」を利用している場合

「楽楽精算」と連携しているクレジットカードを利用し「Amazonビジネス」を通して商品を購入した場合、それぞれの購入データが

連携される仕様です。 「Amazonビジネス連携オプション」を利用した場合、該当の明細に「クレジットカード」のデータは紐づけられません。

「経費申請」伝票を明細に紐づける場合は、利用しないクレジットカードのデータは対象外などの処理をお願いします。

• 「Amazonビジネス」のグループ機能には対応しておりません。 そのため、「楽楽精算」経由で発注した場合は、「Amazonビジネス」側で

グループごとに請求書を個別発行する設定にしていても、1つの請求書として発行されます。

• スマートフォンブラウザ版およびスマートフォンアプリ版では対応しておりません。パソコン版でご利用ください。

ご利用時の注意事項
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お問い合わせ
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「Amazonビジネス連携オプション」が、日々の業務のお役に立てば幸いです。

ご質問がございましたら、以下よりお気軽にどうぞ。

オプションのお試し希望

機能・操作のお問い合わせ

料金確認

オプションのお申込

https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/dzrszupr9anyj07w
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/dzrszupr9anyj07w
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/dzrszupr9anyj07w
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/dzrszupr9anyj07w
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
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https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
https://support-navi.rakurakuseisan.jp/menus/f0cmdeoywspq9tlg
https://success-navi.rakurakuseisan.jp/contact/ryoukinkakunin
https://success-navi.rakurakuseisan.jp/contact/optsuika
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